
Ⅰ年次 6 月～9 月の活動状況  

3 班 石井美土里（班長） 菅原茉穂・樋野菜々子・星野有香・眞山莉々香・山本菜保子 

教育・企業・食 『企業の海外進出における言語教育の問題点』 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

協力者 
（株）ダッシュ 代表安蒜文男氏 

探究の様子  海外進出する日本企業の抱える問題点の一つは『言語』であることから、言語

教育の問題点を、企業・教育機関に絞って調査・探究。特に企業の問題点を探る

には、企業の一社員となることの重要性を見出し、探究先となる企業を選定。 

7月上旬、企業『株ダッシュ』（台湾茶

葉を日本に輸入・販売。国内シェア 25％。

日本と台湾に自社農場・工場をもち、生産

から販売まで一貫して行う。年商 5億。）

と打ち合わせを実施。一社員となり白百合

茶の製品開発チャンスを頂き、併せて食品

表示法、食品添加物等の食品学を学ぶ。 

7 月下旬、金木犀の紅茶の試作が出来、更に、ラベル等のデザインを開始。8

月 22 日、企業と会議を持ち、原価計算・価格の設定、流通と販売のシュミレー

ションを考察。9月、製品が完成すると、 

販売用に金木犀の効果・効能の分かる飲み 

方シートを作成。初回 1000個を袋詰めし 

同窓会への販売ルートを模索。 

 次の製品開発につながるテーマを模索。 

老人の嚥下機能推進のために、喉に乾きの 

出る、重発酵茶のプロデュースを開始。 

ウーロン茶の茶葉の選定に時間をかけ、 

味、香り、のど越し、余韻がハッキリとした茶葉（東方美人茶）を選定。外商を

考え、箱、ラベル、しおりのデザインを開始。外商との商談の日程調整に入る。 

 言語教育についての探究活動としては、ダッシュで働く外国人社員を対象に、

言語教育に関するアンケートを作成。インタビューの日程調整を行う。更に、日

本式の教育法と、海外の教育法の違いを調査。特に 3月研修で訪れる台湾の言語

教育法を調査。カタカナの無い国だからこそ、発音の正確さが伝えられ、英語を

英語で学ぶ教育法のメリット・デメリッ

トを出し、現地調査の準備を開始。台湾                      

に進出している日系企業を中心                      

に訪問探究計画を作成しつつ、交                      

流先である同じ教育理念（カトリ                      

ック系ミッションスクール）の女                      

子校で、言語教育に関するアンケ                      

ート調査と教育計画を調べる。 

 

②茶器に茶葉を入れ、お湯
(95℃)を注ぎます。 
注意 お湯を回すように淹れ、
お茶を蒸らしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶器が無くても大丈夫 
美味しい飲み方～家庭編～ 
 
①茶器と茶葉、ティーカップを用
意します。 
注意  茶器は写真の通りでは無
くても、ご家庭にあるティーポッ
トでも代用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
③お茶を抽出し注ぎます。 
 写真の茶器はボタンで抽
出を行っていますが、ご家庭
にあるティーポットの場合
には、ここで網を取ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
完成です。 
 

東方美人茶 
 
   

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
⑤約 1 分後には、そのまま飲むこ
とが出来る。または茶海に移し替
え、聞香杯や茶杯に注ぐ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
 淹れ方は様々あり、一口では言う
ことができません。今回示した淹
れ方は私達のおすすめです。ぜひ、
多くの方に試していただき、高級
感のある優雅な気分を味わって下
さい。 
 
 

 
≪東方美人茶の紹介≫ 
 台湾の北部地域で生産しており
ます、上質な烏龍茶です。 
高山地形を活かし、山川の霊気

の滋養を吸収して、毎年六月に出
てくる若い茶葉を「小緑葉蝉＊」
が囓った後に、人の手で若茶葉と
二葉を採取しております。採取し
ました上質な茶葉は、昔ながらの
製法で作られ、白、緑、黄、赤、
茶褐色の五色をしております。茸
毛に覆われて優美に彩られ、希少
価値があり、皆さんにとても喜ば
れるお茶となっております。 
＊ 小さい緑色の蜻蛉に似た虫です。一
般の茶葉の場合、虫に噛まれると、新

芽が出来なくなるために、色の悪い苦
みが強いお茶になってしまいますが、
東方美人の場合、この虫に噛まれると、

独特な蜂蜜のような香りがする茶葉と
なります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
≪東方美人茶の名前の由来≫ 

その色は見る人を惑わせ、その
香りは熟した果物のように鼻をく
すぐり、その味は甘く喉を潤し、
残り香は口に留まり、別名「膨風
茶」と称されております。 前世
紀、イギリス女王ヴィクトリアが
お飲みになった後、味の妙と終わ
りなき香りが、まるで絶世の美女
と出会ったような感動があったた
め、「東方美人茶」と命名されま
した。 
美味しい飲み方～究極編～ 
『本格的な茶器』では… 

 
 
 

 
 
 

 
 

茶器セットの全貌 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①湯をよく沸騰させる。蓋碗に熱

い湯を注いで、茶器を温める。 
 

 

 
   
 
 
 

 
②蓋碗の湯を、茶海、聞香杯、茶
杯等にも注ぎ、順番に温めた後、
鉢に捨てる。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③蓋碗に適量の茶葉を入れる（普

通の茶壺に入れるよりもやや少な

めに） 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
④熱湯をおよそ７～８分目まで注
ぎ、蓋をする。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

この度は東方美人茶お買い求め
頂きありがとうございます。こ
の製品をプロデュースしている

仙台白百合学園高等学校は、文
科省より『スーパーグローバル
ハイスクール』の指定を受け「企

業から見る語学教育の問題」を
テーマに探究活動を行っていま
す。「企業の問題を解決するに

は企業の一員となり、自社製品
を愛し、その素晴らしさを伝え
ること」を根底に、企業（(株)

ダッシュ様）と共に、試行錯誤
を経て、製品化に至りました。
お買い求め下さった皆様が、東

方美人茶という味わい深いお茶
を堪能して頂くことはもちろん
のこと、私たちの活動について

もご理解頂けましたなら幸いで
ございます。ご質問等ございま
したら、下記までお問い合わせ

下さい。 
 仙台白百合学園高等学校 
  代表 022-777-5777  



≪台湾での班別探究活動について≫ 

3 班 石井美土里（班長） 菅原茉穂・樋野菜々子・星野有香・眞山莉々香・山本菜保子 

教育・企業・

食 

『企業の海外進出における言語教育の問題点』 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

協力者 

（株）ダッシュ 代表安蒜文男氏 

台湾工場（台湾久順茶業公司） 

目標 

企業の海外進出において『言語の壁の克服』と『思考の過程への理解』を避け

て通ることはできない。グローバル化と共に、語学力の要請は必須であり、多く

の時間を語学力の要請に充てているのに、総合的な会話力は十分ではない。更に、

環境や国が異なれば、思考のずれも生じる。国内外の企業と教育機関を調査・探

究することで、日本における言語教育に、新たな教育コンテンツを提案できるの

ではないか。 

探究を 

3 系統に 

整理 

①企業に目を向けるのであれば、企業の一社員となり、製品開発・販売を通し、 

企業を理解。 

②日本の教授法と異なる海外の教育機関を調査・探究。日本の言語教育と比較。 

③台湾に進出している日系企業を訪問し、語学力の高い人材の割合と、その養成 

課程を知る。 

台北の活動 

台湾に進出している企業を訪問し、以下の調査を実施。 

・日本人社員の中で日本語以外の言語を使ってビジネスができる人の言語力の

レ 

ベルを知る。 

・どの様な時に言葉の壁を感じるか。 

・意見の食い違いへの対処はどの様に行っているか。 

・台湾進出前と進出後の利潤について 

台中の活動 

久順（株ダッシュの台湾名）の農園を実際に訪問し、お茶の製品化までの過程の

一部を知る。更に学校交流会等で、以下の調査を行う。 

 ・スピーキング力の鍛え方。 

 ・日本では英語を日本語で学ぶが、アジア諸国では英語を英語で学んでいる。 

最初から理解できるのか調査し、日台の言語教育の教授法等を比較。 

 ・英会話塾など、言語に関する塾への通塾の割合の調査。   

・第三言語の取得について 

成果発表 

及びその後 

帰国後、(株)ダッシュの茨城工場を訪問し最終工程を見学。その後、外国人社 

員にインタビューし、日本で仕事をする外国人に日本語の習得について調査。 

・開発商品やキャラクターの運用 

・台湾進学予備校を訪問し、中国語の習得状況を調査。1200時間～2000時 

間の学習で、初心者でも現地の大学に留学し大学の授業を理解できるため、他言

語の教授方法を探究する。 

・『思考の過程への理解』について、6班の台湾研修での探究活動から情報を共 

有し、分類と分析を行う。言語学の観点からアドバイスをもらいながら、日本人 

にとって有用な言語教育についてのコンテンツを探る 

 


